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男
性
　
13288人

(-27人
) 

　
　
女
性
　
14907人

(-15人
）　

ふるさと御所
歴史探訪

其の二十一

　　

9
月
は
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
の
で
、

「
御ご

せ所
流な
が

れ
」
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
元げ
ん
ぶ
ん文
５
年
（
１
７
４
０
）
閏う
る
う

７
月
17
日
に
起
こ
っ
た
大
洪
水
と
さ
れ
て
い

る
洪
水
で
す
。
今
の
暦
で
は
、
９
月
９
日
に

な
り
ま
す
。（
加
唐
興
三
郎
編
『
日
本
陰い
ん
よ
う陽

暦れ
き
じ
つ日
対
照
表
』（
１
９
９
３
）
に
よ
る
）

　
「
閏う
る
う
づ
き月」
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
２
月

号
に
書
き
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
説
明
し
ま

す
。
江
戸
時
代
は
、
月
の
満
ち
欠
け
に
よ
っ

て
暦
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
四
季
の
あ
る

日
本
で
は
、
太
陽
の
動
き
に
よ
っ
て
調
節
す

る
「
太た
い
い
ん陰
太
陽
暦
」
と
い
う
暦
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
太
陽
の
動
き
で
は
、
12
ヵ
月
は
約
365
日
で

す
が
、
月
の
動
き
で
は
、
約
354
日
で
す
。
11

日
ほ
ど
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
約
３
年

に
一
度
、
閏
月
を
設
け
て
調
整
し
て
い
ま
し

た
。
元
文
５
年
は
、７
月
と
閏
７
月
が
あ
り
、

１
年
が
13
ヶ
月
で
し
た
。

　
御
所
町
に
は
、
六ろ
っ
け
ん
ま
ち

軒
町
と
い
う
所
が
あ
り

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
家
が
流
さ
れ
、
こ
こ
に

６
軒
だ
け
残
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
町

名
に
な
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、『
奈
良
県
気
象
災
害
史
』

（
青
木
滋
一
、１
９
５
６
）、『
奈
良
県
地
誌
』

（
堀
井
甚
一
郎
、
１
９
６
２
）、『
奈
良
文
化

叢そ
う
し
ょ書
』（
青
木
滋
一
、「
気
象
災
害
の
変
遷
」

１
９
６
７
）
に
書
か
れ
て
い
て
、
学
問
的
に

も
認
め
ら
れ
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
問
題

に
な
り
ま
す
。

　
『
大
和
御
所
町
誌
』（
日
色
四
郎
、

１
９
５
３
）
に
は
、流
死
に
つ
い
て
56
人
（
観

音
院
文
書
）
と
218
人
（
赤
塚
家
文
書
）
の
２

つ
の
史
料
が
あ
る
こ
と
、
家
に
つ
い
て
は
、

潰
家
58
軒
、
流
家
601
軒
（
赤
塚
家
文
書
）
で

あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内

容
は
、『
御
所
市
史
』（
１
９
６
５
）
に
転
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
大
和
御
所
町
誌
』

に
は
、
執
筆
当
時
に
寺
院
の
「
過
去
帳
」
を

調
べ
た
結
果
で
は
、
２
寺
院
の
水
死
者
は
合

わ
せ
て
14
人
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

御
所
流
れ
の
翌
年
、
寛か
ん
ぽ
う保
元
年

（
１
７
４
１
）
の
「
高た
か
な
よ
せ
ち
ょ
う

名
寄
帳
」
が
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
人
が
所
有
し
て
い
る

屋
敷
等
を
記
入
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
こ
に

「
屋
敷
砂す
な
い
り入
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
51
人

の
屋
敷
で
す
。
一
人
の
持
ち
物
で
複
数
の
砂

入
が
あ
っ
て
も
、
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
全
部
で
60
筆
程
度
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
屋
敷
は
年
貢
が
免
除
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
家
の
被
害
は
こ
の
程
度

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
「
高
名
寄

帳
」
の
一
部
を
写
真
１
に
示
し
ま
す
。

　
延え
ん
き
ょ
う享４
年
（
１
７
４
７
）
に
役
所
に
提
出

さ
れ
た
葛
城
川
の
改
修
工
事
の
申
請
書
に

は
、
左
記
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現

代
語
に
訳
す
と
と
も
に
、
写
真
２
に
示
し
ま

す
。

一　
８
年
以
前
の
元
文
５
申さ
る
年
、
閏
７
月
17

日
に
乱ら
ん
す
い水
。花
井
庄
九
郎
様
の
御
代
官
所（
今

井
代
官
所
）の
時
で
、流
死
201
人
、流
家
603
軒
。

一　
そ
の
時

に
田
畑
や
屋

敷
に
砂
が
入

っ
て
荒
れ
た

の
は
、
分ぶ
ん
ま
い米

（
年
貢
の
基
準

と
な
る
石こ
く
高だ
か
）

467
石
余
り

　

当
時
の
御
所
町
の
石
高

は
、
２
４
８
６
石
（
寛
保

2
年
（
１
７
４
２
）
の
検

知
以
降
は
１
４
９
２
石
余

り
）
で
、
荒
れ
た
土
地
の

石
高
が
正
し
い
と
し
て
も

19
％
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
文
書
に
は
、

元げ
ん
な和
７
年
（
１
６
２
１
）

の
と
き
流
死
100
人
余
・
流

家
200
軒
余
、
延え
ん
ぽ
う宝
２
年
（
１
６
７
４
）
の
と

き
、
流
死
353
人
・
流
家
375
軒
と
大
き
な
数
値

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
御
所
流
れ
」
の
「
流
死
」･

「
流
家
」
は
、

と
も
に
前
述
の
「
赤
塚
家
文
書
」
と
近
い
数

値
で
す
が
、
少
し
違
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
工
事
の
申
請
の
た
め
の
も
の
で
、
実
際

は
、
流
死
が
56
人
程
度
、
壊
れ
た
家
が
約
60

軒
、
水み
ず
つ
き
の
家
が
約
600
軒
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、「
六
軒
町
伝
説
」
は
い
つ
で
き

た
か
、
大
洪
水
と
さ
れ
た
理
由
、
昔
の
防
災

の
考
え
等
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。

（
文
責
　
中
井
陽
一
）
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▶古代都が置かれただけあり、奈良は風水害が少ないように感じます。それでも、いざという時のための準備を忘れずに。


